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case 多様な主体の連携事例

安曇野市（長野県）

水は、次世代からの預かりもの
古
いにしえ

から、水とともにある“あづみの”の現
い ま

在と未
これから

来

名水百選 安曇野わさび田湧水群

　

南
北
に
細
長
い
松
本
盆
地
の
地
下
に
は
、

東
西
南
北
か
ら
流
れ
下
る
い
く
つ
も
の
河

川
が
運
ん
だ
厚
い
砂
礫
層
が
分
布
し
、
間

隙
に
は
豊
富
な
地
下
水
が
蓄
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
下
水
は
、
松
本
盆
地
に
降
り
注

い
だ
雨
や
雪
、
水
田
に
導
か
れ
た
農
業
用

水
や
河
で
伏
没
し
た
河
川
水
が
地
下
に

し
み
込
ん
だ
も
の
で
、
三
川
合
流
部
と
呼

ば
れ
る
、
犀
川
・
高
瀬
川
・
穂
高
川
の
合

流
点
付
近
ま
で
流
れ
下
る
と
、
湧
き
水
と

な
っ
て
河
川
に
戻
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

安
曇
野
市
は
、
ま
さ
に
三
川
合
流
部
を

含
む
松
本
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
、
地

下
水
・
湧
水
の
恩
恵
を
古
く
か
ら
享
受

し
て
き
ま
し
た
。
今
日
も
、
地
域
の
飲
料

水
（
平
成
30
年
度
現
在
、
上
水
道
水
源
の

1
0
0
%
が
地
下
水
）、
養
魚
・
農
業
・

わ
さ
び
栽
培
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

精
密
機
械
の
洗
浄
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
営
み
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

顕
在
化
す
る
地
下
水
障
害

　

し
か
し
、
近
年
、
地
下
水
位
は
低
下
傾

向
に
あ
り
、
わ
さ
び
田
の
湧
水
量
の
減
少

が
、
地
域
を
代
表
す
る
産
業
で
あ
る
わ
さ

び
栽
培
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
地
下
水
を
保
全

す
る
具
体
的
な
対
策
を
望
む
声
が
高
ま

り
、
以
来
、「
安
曇
野
市
地
下
水
資
源
強

化
・
活
用
指
針
（
平
成
24
年
8
月
）」（
以
降
、

指
針
と
い
う
）
の
策
定
と
「
安
曇
野
市
地

下
水
の
保
全
・
涵
養
及
び
適
正
利
用
に

関
す
る
条
例
（
平
成
25
年
4
月
）」（
以
降
、

市
条
例
と
い
う
）
の
施
行
を
経
て
、
平
成

29
年
3
月
、「
安
曇
野
市
水
環
境
基
本
計

画
」
及
び
「
安
曇
野
市
水
環
境
行
動
計
画
」

（
以
降
、
基
本
計
画
・
行
動
計
画
と
い
う
）

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
さ
に
、
同
基
本
計
画
・

行
動
計
画
の
も
と
で
、
安
曇
野
市
の
地
下

水
保
全
に
向
け
た
取
組
み
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

地
下
水
は
市
民
共
有
の
財
産

　

安
曇
野
市
に
お
け
る
地
下
水
保
全
の

“
は
じ
ま
り
”
を
飾
っ
た
指
針
に
お
い
て
、

安
曇
野
市
は
基
本
理
念
を
掲
げ
、
こ
れ
を

「
安
曇
野
ル
ー
ル
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
特

に
“
地
下
水
を
市
民
共
有
の
財
産
”
と
す

る
考
え
方
は
、「
水
循
環
基
本
法
（
平
成
26

年
7
月
）」
の
基
本
理
念
を
先
取
り
し
た

も
の
で
あ
り
、
当
時
、
き
わ
め
て
先
進
的

な
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、地

下
水
保
全
に
関
す
る
市
民
の
意
識
で
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
後
の
市
条
例
で
は
第
3
条
の

基
本
理
念
の
中
で
、
基
本
計
画
・
行
動
計
画

で
は「
計
画
の
役
割
の
中
で
明
記
さ
れ
て
お

り
、
安
曇
野
市
に
お
け
る
地
下
水
保
全
活

動
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長野県

安曇野市

地 下 か ら 取 っ た 水 は、 取 っ た 分 だ け 地 下 に 還 す

❺安曇野市民の意識（平成 23年 7月アンケートに基づく）

（地下水保全に誰が取組むべきか） （地下水は誰のものか）

安曇野市
地下水資源
強化・活用
指針（H24.8）

踏まえる

水環境部門に　おける実現 安曇野市環境基本計画
安曇野市環境宣言（H20.3）

（H25.3改訂）踏まえる 踏まえる

踏まえる

個別計画において、水環境に関する事項水環境に関する個別施策・事業

連携

各分野の
基本計画等

連携

水環境に関する方向性を明示

整合・調整

安曇野市水環境基本計画
（マスタープラン）

「水循環基本計画」や「第１次安曇野市総合計画」、
「安曇野市環境基本計画」を踏まえ、

水環境全般に関する方針や
取組の全体像を定める計画

安曇野市水環境行動計画（アクションプラン）
基本計画の内、短期的・重点的な取組の

進め方を定める計画

第１次安曇野市総合計画
基本構想　後期基本計画（H25.3）

（国）

水循環基本法（H26.7）

水循環基本計画（H27.7）

安曇野市環境基本条例
（H17.10）

安曇野市地下水
の保全・涵養及
び適用に関する
条正利例
（H25.4）

難透水
基盤

地
下
水
揚
水水

田
涵
養

土
地
浸
透

河
川
伏
没

安曇野市における
涵養形態

犀
川・高
瀬
川

❶ 安曇野市の水循環
❷ 安曇野の田園風景
❸ 安曇野市水環境基本計画・行動計画の位置づけ
❹ 安曇野ルール

＜基本理念（安曇野ルール）＞
１．地下水は市民共有の財産である。
２．全市民が地下水保全・強化に努め、健全な地下水環境を創出する
３．地下水資源を活用し、豊かな安曇野を次世代に引き継ぐ

みんなの共有財産で
公のもの（499）
86.9%

わからない（42）
 7.3％ 無回答（24） 4.2%

（地下水を汲み上げ
ている場所の）土地
所有者のもの（9）
1.6％

市民（51）
9.5%
企業（12）
2.2%

行政（194）
36.2%

全員（269）
50.2%

その他（5）
0.9%

無回答（5）0.9%

●❷●❸

●❹

●❶
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よ
り
実
現
性
・
具
現
性
の
高
い
計
画
と
し

て
議
論
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
信
州
大
学

に
、
安
曇
野
市
水
循
環
に
資
す
る
「
調
査
・

評
価
・
解
析
・
検
討
」
結
果
の
可
視
化
研

究
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
・
行
動
計
画
に
お
け
る
、
安

曇
野
市
が
目
指
す
将
来
像
や
計
画
の
全
体

目
標
、
そ
し
て
具
体
的
施
策
と
目
標
・
体

系
は
、
こ
う
し
た
丁
寧
な
議
論
の
積
み
重

ね
と
、
地
道
な
調
査
研
究
成
果
に
基
づ
い

て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

流
域
自
治
体
・
研
究
機
関
と
連
携
し

計
画
推
進
の
課
題
に
取
組
む

「鍵」
その3

　

平
成
19
年
2
月
の
「
中
信
四
市
市
長
懇

談
会
」
に
お
い
て
安
曇
野
市
長
か
ら
“
水

環
境
や
水
資
源
の
保
全
涵
養
に
関
す
る
広

域
連
携
”
に
つ
い
て
課
題
の
共
有
化
を
提

案
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
協
議
会
設
立

の
機
運
が
高
ま
り
、
平
成
24
年
2
月
、
松

本
盆
地
を
ひ
と
つ
の
水
甕
と
捉
え
て
流
域

全
体
で
地
下
水
の
保
全
及
び
涵
養
並
び
に

適
正
利
用
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進
を
目

的
と
し
た
「
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全

対
策
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
同
協
議
会
は
松
本
盆
地
に
関
わ
る
11

市
町
村
と
県
か
ら
な
り
、
地
下
水
保
全
に

関
す
る
調
査
・
研
究
の
実
施
や
情
報
の
共

有
・
発
信
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
に
は
、
長
野
県
の
「
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
」
の
支
援
を
受
け
て
松

本
盆
地
全
域
を
対
象
と
し
た
地
下
水
位
一

斉
観
測
調
査
等
が
行
わ
れ
、
安
曇
野
市
も

こ
の
成
果
を
基
本
計
画
・
行
動
計
画
の
策

定
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
安
曇
野

市
の
地
下
水
保
全
対
策
を
強
固
な
も
の
に

し
て
い
く
に
は
、
同
協
議
会
と
通
じ
て
施

策
の
連
携
・
協
働
に
関
す
る
合
意
形
成
が

鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
計
画
・
行
動
計
画
を
推
進

し
て
い
く
に
は
、
施
策
の
実
施
に
必
要
な

費
用
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
安
曇
野
市

で
は
、
こ
の
課
題
に
取
組
む
た
め
、
平
成

30
年
10
月
に
、
学
識
者
を
構
成
員
に
含
め

た
「
資
金
調
達
専
門
部
会
」
立
ち
上
げ
、
指

針
で
掲
げ
た
資
金
調
達
の
“
広
く
・
薄
く

負
担
す
る
”
と
い
う
考
え
方
を
枠
組
み
と

し
た
資
金
調
達
方
法
の
検
討
を
は
じ
め
ま

し
た
。

地
域
参
加
型
の
体
制
で

計
画
策
定
・
計
画
推
進

「鍵」
その1

　

　

安
曇
野
市
で
は
、
指
針
策
定
に
あ
た
っ

て
「
安
曇
野
市
地
下
水
保
全
対
策
研
究
委

員
会
（
平
成
22
年
7
月
）」
を
、基
本
計
画
・

行
動
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
「
安
曇
野
市

水
環
境
基
本
計
画
策
定
委
員
会
（
平
成
26

年
8
月
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
委
員
会
で
は
、
学
識
者
と
行
政
関
係
者

（
市
・
県
・
国
）
の
み
な
ら
ず
、
市
工
業
会
・

市
商
工
会
・
J
A
あ
づ
み
・
わ
さ
び
組
合
・

養
鱒
業
者
・
市
土
地
改
良
区
連
協
な
ど
、

地
域
の
利
害
関
係
者
等
が
参
画
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
地
域
参
加
型
の
委
員
会
に

よ
る
計
画
策
定
は
、
全
国
的
に
も
稀
な
取

組
み
で
す
が
、
一
方
で
利
害
関
係
者
が
一

同
に
会
す
る
た
め
、
議
論
の
集
約
が
困
難

な
も
の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
各
委
員
会
の
事
務
を
担
当
し
た
市

職
員
の
高
野
貴
史
氏
は
「
理
念
や
基
本
方

針
・
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
ま
と
め
る
に

際
し
、
委
員
の
利
害
関
係
が
障
害
に
な
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。」
と
話
し
ま
す
。
こ

れ
は
安
曇
野
の
水
資
源
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
と
い
う
理
念
の
も
と
、
豊
か
な
地
下

水
・
湧
水
の
恩
恵
に
与
っ
て
き
た
安
曇
野

の
風
土
・
文
化
に
根
ざ
す
“
地
下
水
は
市

民
共
有
の
財
産
”
と
い
う
想
い
を
、
全
て

の
委
員
が
当
た
り
前
に
共
有
で
き
た
か
ら

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
地
域
参
加
型
の
体
制
は
、
基

本
計
画
・
行
動
計
画
の
策
定
後
の
運
用
・

管
理
に
引
き
継
が
れ
、
当
面
そ
の
役
割
を

担
う「
安
曇
野
市
水
資
源
対
策
協
議
会
」は
、

「
安
曇
野
市
水
環
境
基
本
計
画
策
定
委
員

会
」
の
一
部
委
員
を
取
り
込
ん
で
、
平
成

29
年
8
月
よ
り
、
利
害
関
係
者
・
学
識
者
・

行
政
関
係
者
等
、
多
様
な
主
体
か
ら
な
る

新
た
な
協
議
会
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

地
下
水
を
知
る
こ
と

か
ら
は
じ
ま
っ
た

「鍵」
その2

　

地
下
水
保
全
の
具
体
的
な
対
策
を
望
む

声
が
出
て
く
る
ま
で
、
安
曇
野
市
で
は
地

下
水
利
用
に
関
す
る
届
出
や
規
制
が
な

か
っ
た
た
め
、
地
下
水
・
湧
水
が
ど
ん
な

状
態
に
あ
る
の
か
詳
し
く
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
安
曇
野
市

で
は
、
ま
ず
、
市
内
に
ど
の
よ
う
な
井
戸

が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
、
市
内
に
は
毎
年
ど
れ
く

ら
い
水
が
供
給
さ
れ
出
て
行
く
の
か
、
ど

れ
く
ら
い
地
下
水
が
存
在
す
る
の
か
、
昔

に
比
べ
て
ど
れ
く
ら
い
減
っ
た
の
か
、
と

い
っ
た
基
本
的
な
地
下
水
の
実
態
調
査
が

は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
徐
々
に

地
下
水
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
全

て
の
委
員
が
そ
の
調
査
結
果
を
正
し
く
理

解
し
共
有
す
る
た
め
に
、
丁
寧
な
議
論
と

地
下
水
の
見
え
る
化
に
努
力
が
払
わ
れ
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
指
針
策
定
の
段
階
で

は
「
安
曇
野
市
地
下
水
保
全
対
策
研
究
委

員
会
」
の
開
催
は
、
委
員
会
の
設
置
か
ら

解
散
ま
で
の
2
年
間
で
13
回
を
数
え
、
二

つ
の
作
業
部
会
（
地
下
水
資
源
強
化
部
会
、

社
会
シ
ス
テ
ム
・
資
金
調
達
部
会
）
を
あ

わ
せ
れ
ば
19
回
に
上
り
ま
す
。
ま
た
、
基

本
計
画
・
行
動
計
画
策
定
の
段
階
で
は
、

流域マネジメント、ここが「鍵」

安曇野市水資源対策協議会の新たな体制

安曇野市の将来像の可視化

❼ 調査結果が取り
まとめられ明らかに
なった安曇野市の水
収支（平成２６年度）
❽地下水位の長期変
化傾向の可視化

❾施策の目標（上：水資源の
保全・強化・活用施策、下：
施策の実現に向けた環境づく
り）�施策の体系 �アルプス
地域地下水保全協議会の会議
の様子

●❼

●❽
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こ
れ
ま
で
の
取
組

●❾

わ
さ
び
へ
の
影
響
顕
在
化

2020 2010

流
域
水
循
環
計
画
に
認
定

2018.1

「
安
曇
野
市
地
下
水
保
全
対
策
研
究�

委
員
会
」
設
置

2010.7

「
安
曇
野
市
地
下
水
資
源
強
化
・
活
用

指
針
」
策
定

2012.8

「
安
曇
野
市
地
下
水
の
保
全
・
涵
養
及
び

適
正
利
用
に
関
す
る
条
例
」
施
行

「
安
曇
野
市
地
下
水
採
取
審
査
委
員
会
」
設
置

2013.4

「
安
曇
野
市
水
環
境
基
本
計
画
」
及
び

「
安
曇
野
市
水
環
境
行
動
計
画
」
策
定

2017.3

「
安
曇
野
市
水
環
境
基
本
計
画
策
定
委
員

会
」
設
置

2014.8

「
安
曇
野
市
水
資
源
対
策
協
議
会�

（
移
行
後
）」
設
立

2017.8

「
安
曇
野
市
水
資
源
対
策
協
議
会
」
設
立

2006.6

継続 継続

安
曇
野
市
は
、
地
下
水
・
湧
水
の
恩
恵
を
古
く
か
ら
享

受
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
17
年
の
合
併
後
を
機
に
、
地

下
水
保
全
の
機
運
が
高
ま
り
地
下
水
の
保
全
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

一部メンバー

安曇野市水資源対策協議会
【目的】

一部メンバー
（移行後）

安曇野市水資源
対策協議会

安曇野市の地表水及び地下
水の保全と涵養及び有効利
用について調査研究し、水資
源利用の適正化を促進する

【事業】
（1）水資源の調査及び解析
（2）水資源の涵養、保全、有効
利用に関する調査、指導、広
報、啓発

【役員・幹事】
行政（長野県・安曇野市）・
JA・信州山葵農業協同組合・
安曇野工業会

【顧問】
国・長野県

【事務局（安曇野市）】

安曇野市水環境基本計画策定委員会
【目的】
安曇野市水環境基本計画の
策定に係る検討

【所掌】
（1）涵養方策及び涵養ルール
（2）協力金の負担及び配分に
関すること（3）その他計画策
定のため必要な事項に関する
こと

【学識者】
大阪府立大学・信州大学

【地下水等に係る関係団体の推薦】
商工会・工業会・わさび組合・
養鱒業者・認定農業者・JA・
土地改良区

【事務局（安曇野市）】

【その他市長が必要と認める者】

安曇野市の地下水
市外からの
地下水流入
4.08億m3/年

河川伏没
0.79億m3/年

土地浸透
0.52億m3/年

水田涵養
0.79億m3/年

地下水揚水
0.34億m3/年

地下水湧出 5.84億m3/年
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湧出量
（m3/日）

減少
横ばい安曇野市湧水観測所（穂高）

『現在の延長線上にある将来』の地下水状況 『選択する未来』の地下水状況

下流の地下水位
が下がることも一
因となり上流に
位置する大町市
での水位低下が
顕著です

水位低下量が最
大5m近くに達
し、井戸に揚水障
害が生じる可能
性があります

松本盆地東縁断層
より東に位置し帯水
層の厚さが薄いた
め、影響がが生じに
くい結果となります

麦後湛水が盛んな地域
（三郷）の地下水位が
0.10～0.15mほど上昇
する効果が得られます

取組により三川合流
部の湧出量は150万
m3/年増加します

三川合流部の水位低下
量は小さいですが、上流
域の水位が大きく低下
するため、湧出量は約
25％減少します

水
資
源
の
保
全・強
化・活
用
の
た
め
の
施
策

施策１：水を貯める・育てる施策

目標：地下水の減少傾向を食い止め強化して次世代に引き継ぐ

施策2：水を上手に使う施策

目標：限りある地下水を適正に活用しながら次世代に引き継ぐ

施策3：水をを清らかなまま維持する施策

目標：地下水を良質な水質のまま保全して次世代に引き継ぐ

施策4：水を大切に誇りに思える施策

目標：地下水を安曇野の大切な資源と理解して次世代に引き継ぐ

施策5：地下水保全・強化・活用を支援する社会システムの構築

目標：取組を円滑に進めるための環境をつくる

施策6：推進のための体制づくり

目標：持続的な取組とするための体制をつくる

施
策
の
実
現
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

現在

 

 

H38年度の人為的な地下水涵養量

300万m3/年 

段階的に行動目標を向上  

実効性の高い取組から開始し、
着実、段階的に展開する

※農業に関する新規需要米等の作付
拡大や雨水浸透の推進といった新た
な涵養策を中間評価を踏まえ今後検
討していく
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安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
！

こ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
安
曇
野
の
水

注目1

　
　
　
　

　

平
成
28
年
3
月
、
環
境
省
が
主
催
す
る

官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
安
曇
野
市

は
、「
健
全
か
つ
持
続
可
能
な
水
循
環
」「
事

業
活
動
等
に
お
け
る
水
リ
ス
ク
」「
国
民

に
向
け
た
水
へ
の
意
識
醸
成
」
に
係
る
活

動
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た
取
組
み
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ア
ウ
ォ
ー
ド
」
の
初
代
受
賞
者
に
、
自

治
体
で
唯
一
、
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
名
水
百
選
」
30
周
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
「
名
水
百
選
選
抜
総
選
挙
（
平
成
28

年
3
月
）」
に
お
い
て
も
、「
安
曇
野
わ
さ

び
田
湧
水
群
」
は
観
光
地
と
景
観
の
2
部

門
で
第
1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
安
曇
野
の
清
冽
な
水
の
魅

力
・
発
信
力
を
背
景
に
、
安
曇
野
地
域
の

水
を
原
料
と
し
た
飲
み
物
を
テ
ー
マ
と
す

る
「
安
曇
野
ド
リ
ン
ク
フ
ェ
ス
タ
」
の
開

催
や
、
信
州
サ
ー
モ
ン
、
安
曇
野
わ
さ
び

の
地
理
的
表
示
（
G
I
）
ブ
ラ
ン
ド
の
申

請
な
ど
、
近
年
は
、
安
曇
野
の
水
に
関
わ

る
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
一
段
と
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
針
に
よ
れ
ば
、
水
道
水
か
ら
、
産
業
・

産
品
、
観
光
に
至
る
ま
で
、
安
曇
野
の
地

下
水
は
多
く
の
価
値
を
生
み
出
し
て
お
り
、

そ
の
価
値
は
約
9
8
7
億
円
と
試
算
さ

れ
る
ほ
ど
で
す
。

次
の
世
代
へ
！ 

出
前
授
業
で
楽
し
く
つ
な
ぐ

注目2

　

　

一
方
、
基
本
計
画
・
行
動
計
画
の
策
定

の
過
程
で
蓄
積
し
た
安
曇
野
市
の
地
下
水

に
関
わ
る
知
見
と
地
下
水
保
全
の
意
義
を

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
内
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
市
職
員
と
協
力
企
業

に
よ
る
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
（
初
年
度
）
は
、「
地
域
の

宝
、
地
下
水
を
知
ろ
う
」
と
題
し
、
市
内

に
12
ヵ
所
あ
る
地
下
水
位
観
測
所
の
う
ち
、

2
ヵ
所
を
校
内
に
有
す
る
豊
科
南
中
学
校

で
、
2
度
の
出
前
授
業
（
5
月
・
9
月
）

が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
穂
高
北
小
学
校
で

4
年
生
を
対
象
と
し
た
出
前
授
業（
12
月
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
、

学
校
の
先
生
を
対
象
と
し
た
出
前
授
業
を

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
他
校
で
の
開
催
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
制
度

注目3

　

　

わ
さ
び
田
湧
水
群
で
は
地
下
水
位
の
低

下
が
わ
さ
び
栽
培
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
が
、
井
戸
か
ら
地
下
水
を
汲
み
上
げ

て
い
る
市
民
や
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
日

常
生
活
・
事
業
に
支
障
が
生
じ
る
規
模
の

井
戸
枯
れ
、
地
盤
地
下
、
地
下
水
汚
染
、
湧

水
消
失
・
減
少
と
い
っ
た
地
下
水
障
害
を

経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
有
限
な
地
下
水
の
大
切
さ
を
認
識
し

つ
つ
も
、
節
水
や
再
利
用
な
ど
、
各
々
が
具

体
的
な
地
下
水
保
全
行
動
を
始
め
る
き
っ

か
け
を
作
り
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
安
曇
野
市

で
は
、
各
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促

す
「
安
曇
野
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー

ト
制
度
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
30
年

度
（
初
年
度
）
は
、
家
庭
用
井
戸
を
対
象
に
、

市
が
水
質
検
査
費
を
補
助
の
代
わ
り
に
週

1
回
の
地
下
水
位
測
定
を
依
頼
す
る
「
水
質

検
査
費
補
助
金
制
度
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。

安曇野市の、ここにも「注目」
安
曇
野
市
の
観
光
客
数
が
増
加
!

　

安
曇
野
市
の
観
光
客
数
が
、
近
年
、
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
安
曇
野
湧

水
群
へ
の
観
光
客
数
は
、
全
体
の
3
割
を

超
え
、
市
の
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
1
月
に

「
流
域
水
循
環
計
画
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と

や
、
環
境
省
の
「
名
水
百
選
総
選
挙
（
平
成

28
年
3
月
）」
の
2
冠
に
輝
い
た
こ
と
を
は

じ
め
、
積
極
的
な
情
報
発
信
の
効
果
が
現

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
下
水
賦
存
量
が
回
復
!?

　

平
成
24
年
度
～
28
年
度
ま
で
の
5
年
間
、

安
曇
野
市
で
は
、「
麦
後
湛
水
検
証
事
業
」

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
転
作
田
の
連
作
障

害
や
抑
草
効
果
と
い
っ
た
水
田
機
能
の
維

持
、
地
力
増
進
を
促
進
す
る
取
組
み
の
一
環

で
、
副
次
的
効
果
と
し
て
水
田
か
ら
の
人
工

涵
養
を
期
待
し
た
こ
の
検
証
事
業
で
、
地

下
水
涵
養
量
は
平
成
24
年
度
の
1
・
3
万

ト
ン
か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
、
15
万
ト
ン
、
39
万
ト
ン
、

81
万
ト
ン
と
順
次
増
加
し
、
最
終
年
の
平

成
28
年
度
に
は
97
万
ト
ン
に
至
り
ま
し
た
。

　

科
学
的
な
検
証
が
で
き
て
い
な
い
た
め

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
27
年
8

月
の
地
下
水
賦
存
量
は
平
成
19
年
8
月
に

比
し
て
、
年
間
56
万
ト
ン
相
当
の
回
復
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

活動の�
成　果

基本計画・行動計画をまとめるに
あたり、鍵となったポイントは？
地下水の現状に対する理解と共有を深める
にあたり、日常の生活・仕事の中でなんと
なく感じていた地下水・湧水の変化や疑問
を、科学的に立証していったことですね。
安曇野には「安曇野市地下水資源強化・活
用指針」の頃からステークホルダーの集ま
りがあったので利害調整などの苦労はあり
ませんでしたが、それでも立場によって要
望は異なりました。そこを対立ではなく融
和する方向で検討できたのは、科学的立証
のプロセスが大きな役割を果たしたように
思います。

基本計画・行動計画の策定で、市民の
意識も変わってきましたか？
安曇野市民の間に、地下水は「共有の財産」
という意識が定着してきたように思いま
す。安曇野環境フェアなどで講演しました

が、私のような専門家の話も熱心に聴講さ
れる方が増えてきました。当事者意識の高
い仲間を増やして、安曇野の日常（自然・
産業・食など）にある、地下水・湧水と関
わりの深い“水の文化”を育てていきたい
ですね。

基本計画・行動計画の推進を加速す
るために何が必要ですか？
盆地入口の扇状地で伏没・涵養する河川水
が地下水・湧水の水源になっていますので、
安曇野の地下水を持続的に活用していくに
は、山地も含んだ河川流域全体で管理して
いくことが望まれます。このため、今後は
行政・企業・市民の連携が、とても大事な
鍵になるでしょうね。

［安曇野地下水の主治医］
信州大学工学部 教授

中
な か

屋
や

 眞
し ん

司
じ

さん

 略歴 　地下水水文学・水理地質学を専門に研究
活動に従事し、1999年に信州大学工学部に移り、
2010 年より教授。「安曇野市水環境基本計画・
行動計画」策定時より同計画策定委員会委員を務
め、同計画策定後に設置された「安曇野市水資源
対策協議会」にも委員として参画し、安曇野の地
下水を見守っている。

Key�
Person

ウォータープロジェクトアウォードの受賞

�ニジマスとブラウントラウトから生
まれた紅色の身が特徴の信州サーモン

�出前講座を聴講する生徒たち（講師は安曇野市環境
課の高野貴史氏）�校内の地下水位観測所で観測を体
験する生徒たち�平成 31年度の出前授業の広告

�水質検査費補助金制度

わさび田湧水群の観光客数の推移

一斉測水調査に基づく地下水賦存量変化
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地
利
用
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延
べ
千
人
）

安曇野市全体 安曇野湧水群の割合

昭和61年7～8月

55.750億m3

595万ｍ3/年減少
（21年間で1.250億m3減少）

416万ｍ3/年減少
（29年間で1.205億m3減少）

56万ｍ3/年減少
（8年間で0.045億m3増加）

平成19年8月

54.500億m3
平成27年8月

54.545億m3
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●�

●�


